
農業生産者と流通企業間のペーパーワークを削減！
標準書式「栽培情報」・「商品紹介」をリリース

　日本ＧＡＰ協会会員部会「ＩＴ・標準帳票部会」は、7月19
日に標準書式「栽培情報」・「商品紹介」をリリースいたしま
した。農業生産者は標準書式「栽培情報」を利用して、栽培情
報を一度作成すれば、複数の流通業者向けに利用することが
でき、ペーパーワークを削減することができます。
　日本ＧＡＰ協会のホームページ上でエクセルファイルとし
て提供されており、どなたでも無料でご利用いただけます。
すでに流通企業やＩＴ企業の中には、この標準書式を採用す
る企業も出てきております。

ＩＴ・標準帳票部会参加企業（順不同）
ＣＧＣ、イトーヨーカ堂、オイシックス、ダイエー、エフティピーエス、和郷園、ＮＥＣ、野村総合研究所、大和コンピューター、アグリコミュニケーションズ、イーサポートリンク、
ソリマチ、アグリコンパス、富士通エフサス、富士通北海道システムズ・イースト、アイアグリ、ネポン、バイエルクロップサイエンス、住友化学、サードウェーブ、
アースコーポレーション、全国肥料商連合会、全国農業協同組合中央会、共栄火災海上保険

今回到達したステージ 今後目指すステージ

標準書式「栽培情報」青果物2013

標準書式「商品紹介」青果物2013

※標準書式「商品紹介」は、農林水産省
「ＦＣＰ展示会・商談会シート」をもとに
作成しました。


